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令和４年定例会９月会議一般質問

№１

６ 番 鈴 木 利 一 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 田村広域行

政組合解散に

伴う町のごみ

処理について

来年の３月末で田村広域行政組合の解散に伴い、西部

環境センターが三春町に帰属することになりました。西

部環境センターを町で独自に管理運営するにあたり、い

ろいろ懸念されます。

１）焼却炉の継続運転に必要なごみの量を町内で確保で

きるのか伺いたい。

２）年間の維持管理に必要な金額はいくらになるのか伺

いたい。

２ 少子化に伴

う小学校の配

置について

田村市立要田小学校が今年度をもって閉校になります

が、三春町でも少子化で令和６年度以降、町内小学校入

学児童が１００人を切り二桁の児童数になってしまいま

す。既に今年度は３校５学級が複式学級になっており、

中でも令和８年度中郷小学校の入学予定児童は０人とな

っています。小規模校のメリット・デメリットいろいろ

考えられますが、文部科学省の適正配置等に関する手引

きの中で、クラス替えを可能とする１学年２学級以上あ

ることが望ましいものと考えられるとしています。

そこで、学校設置者である町長に三春町における小学

校の適正な配置について伺いたい。
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令和４年定例会９月会議一般質問

№２

１０ 番 篠 崎 聡 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 教育委員会

の第三者委員

会設置は

今年の７月、名古屋市内の小学校で５年生の児童が休

み時間中にふざけていて、床に顔面を強打して顔面骨折

の大怪我を負ったにもかかわらず、保健の先生が救急車

を呼ばなかったという不適切な対応があり、市の教育員

会が謝罪する事態となりました。また、先月は埼玉県の

女子中学生が渋谷で母娘を刺傷させる事件を起こし、女

子生徒の通う中学校を管轄する市の教育委員会が謝罪す

るという事例もありました。

このような事態が当町で発生した場合の対応を伺いま

す。

１）学校での不祥事や生徒が起こした事件の場合、学校

ではなく教育委員会が謝罪するのはなぜですか。

２）不測の事態が発生して尊い命が失われたり、不祥事

に対し世論が騒ぐ場合があります。こういった場合、

学識経験者などの第三者による調査委員会を、設置す

るしないの判断基準と速やかに設置できるのかを伺い

ます。

２ 町のいじめ

問題は

１）当町の町立学校においていじめは発生していないと

聞いています。このように平和な町ですが、全国いじ

め問題子供サミットが毎年実施されていることについ

てはご承知ですか。

２）いじめ対応マニュアルなどの不測の事態に備えは出

来ていますか。

３）いじめがあったにも関わらず、教職員がいじめ行為

を認識していなかったと言うことがよくあり、事態を

悪化させる事案があることについて、教育委員会とし

てはどのようにとらえますか。
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令和４年定例会９月会議一般質問

№３

５ 番 山 崎 ふじ子 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 産後ケア事

業について

ここ数年のコロナ感染症（以下「コロナ」）の影響で、

私達の生活は大きく変わりました。国内の自殺者は２０

１０年以降、毎年５００人～３，０００人ずつ減り続け

ていましたが、コロナが流行を始めた２０２０年は増加

に転じました。男性の自殺者が減少し続けている一方、

女性の自殺者は、２年続けて増加しています。東京大学

の研究によりますと、コロナが流行しなかった時期と比

較すると、８，８１８人が増えたと試算しています。特

に２０歳代の女性が多く２０２０年３月～２０２２年の

６月の間に１，０００人以上の方が亡くなっています。

出産年齢の女性の置かれている状況は大変きびしい状況

と考えられます。町における産後ケア事業についてお尋

ねします。

１）ここ３年間の町で生まれたお子さんは何人か。

２）町では、どのような産後ケア事業を行っているのか。

３）ここ３年間の利用数は何人か。

４）利用料金はいくらか。

５）お子さんが何歳まで、何回利用ができるのか。

２ 改正動物愛

護管理法につ

いて

日本では、人と動物の共生する社会の実現を図る法律

として１９７３年「動物の保護及び管理に関する法律」

が制定されました。その後、何度か改正され「動物の愛

護及び管理に関する法律」となっています。いわゆる「動

物愛護法」です。ペットフード協会の調査によりますと、

ペットを飼っている国民は３６．７％おり、そのうち犬

は７，１０６千頭、猫は８，９４６千頭と報告されてお

ります。ペットとの生活から癒しを求めたり、家庭内で

のコミュニケーションを深めている傾向がうかがえるそ

うです。犬猫とも平均寿命が１４．５歳であり、生活に

喜びを与えてくれる存在、大切な家族として生活してい

ることがわかると思います。

一方、２０１８年に全国で殺処分された犬は、７，６

８７頭、猫３０，７５７頭に及んでいます。そこで、今

年６月１日「改正動物愛護管理法」が施行されました。

その内容についてお尋ねします。

１）町内でここ数年殺処分された犬猫の頭数は何頭か。

２）この法律で何が新しく改正されたのか。
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３）現在飼っているペットに、マイクロチップを入れた

いと希望したとき対応してくれるところはどこか。町

内にはあるのか。

４）マイクロチップを装着したペットをゆずったり、亡

くしたときに変更登録が必要である。オンラインで行

うことになっているが、相談できるところはあるのか。

５）登録証明書は大切である。１４～５年飼っている中

で紛失の危険がある。バックアップのシステムはある

のか。



5

令和４年定例会９月会議一般質問

№４

４ 番 新 田 信 二 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ コロナ禍に

伴う三春町の

教育に対する

取り組みにつ

いて

コロナ禍も早３年目を迎えています。感染拡大は治ま

るどころか、郡山市を中心にさらに拡大が続いている状

況です。町のワクチン接種も３・４回と順調に進められ

ているところですが、３・４回接種者が新たに感染して

いることも現実となっています。また、県内のクラスタ

ー発生状況についても、幼稚園、児童施設、中・高校の

部活等の感染も多く、今後教育の現場に大きな影響を及

ぼす事が心配されています。

そこで、コロナ禍が続く中で、教育の現場の現状と今

後の対策について伺います。

１）教育現場が受けた影響について

２）今後長期化が予想されるコロナ感染症に伴う学び・

学習活動・指導の考え方について
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令和４年定例会９月会議一般質問

№５

７ 番 佐 藤 一 八 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 農家に対す

る支援策につ

いて

令和４年産米があと１ヶ月余りで収穫期を迎えます。

農家の皆さんにとりましては大雨の被害も少なく、ひと

安心ではないでしょうか。田村農業普及所のお話による

と、今年産米、水稲の出来はやや良さそうで、価格が多

少でも上がればと期待感があると思います。

昨年度の３年産米は、価格が大幅な下落であり希望ど

ころか失望しました。町として農家全体に支援策を考え

られてはどうなのかについて質問します。

１）昨年水稲、作付価積と今年の作付価積の差はどうな

のかについて

２）米の価格が下落により、町の補助金対象者は何名が

交付金を受けたかについて

３）肥料、ガソリン農薬、資材等値上がりで農家の皆さ

んは大変ご苦労されています。小規模農家でも経費は

かかります。作付面積により、畑作物も含め補助金を

出す考えはあるのかお伺いします。
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令和４年定例会９月会議一般質問

№６

１５ 番 影 山 初 吉 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 農家支援に

ついて

１）三春町の個人、法人の農業経営体数は。

２）前年比の主食米町内作付面積は。削減目標は達成し

たのか。

３）町の農業者の平均年齢は。

４）４年度農家補助金の利用状況は。

５）４年度産米の価格はどうみているか。

６）農業従事者の高齢化や後継者不足、肥料、資材、燃

料などの高騰、米価の下落で離農が進み耕作放棄地が

増え、水害が多発環境悪化が急速に進む事が懸念され

る、町の対応は。

７）町独自の農業救済政策の考えはあるか。
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令和４年定例会９月会議一般質問

№７

１２ 番 橋 本 善一郎 議員
備 考

質問事項 質 問 要 旨

１ 子ども議会

設置について

三春町の将来を担う子供たちに、自分の町の行政に関

心を持ってもらい、自分の夢や希望などの要望を、直接

町の行政に反映させ若い世代でまちづくりについて学び

の場が必要だと思い、子ども議会の設置を提案いたしま

す。平成２８年より選挙権が１８歳に引き下げられるな

ど、若い世代の行政への参加が求められています。選挙

への投票率が低い中、山形の遊佐町の投票率は高く特に

若い世代の投票率が高いのが特徴的だそうです。遊佐町

においては高校生を含む少年議会が２０年近く続いてお

り、少年議会には４５万円が予算化されるなど、子ども

達の自発的な活動が目に見える形で実現していることは

素晴らしいことだと思います。町の１０年後、２０年後

を考えるとき次世代を担う人づくりが大切だと思います

ので、質問いたします。

１）今後子ども議会(小、中学生対象)を設置する考えは

あるか。

２）高校生の町政参加の場を作る考えはあるか。

２ 中山間地域

多面的機能支払

交付金について

中山間地域等の交付金は、年度の終りに予算を使い切

ることが条件となっているので、年度当初の景観作物の

作付等予算がないなかで、事業を進めなくてはならない

のが現状です。

１）年度当初から７月までの景観作物を作るための種子

代、肥料代等を町で前払いできないか質問いたします。


